
平成 29 年度 事業中間報告書（12 月 1 日現在） 

コース ☑自主事業コース  □協働市民提案コース  □協働行政提案コース 

事業名 障がい児の保護者の居場所カフェ事業（拡充） 

団体名 ＮＰＯ法人 ペアレント・サポートすてっぷ 

担当課  

 

1 事業の成果 

平成 29年度申込書（様式第 2号）に記載した「5(2)事業の実施に期待する効果」に対応する

成果を記入してください。（※実施した事業の詳細は「4事業実施記録」に記入してください。） 

 

2 事業の自己評価 

事業の成果を自己評価すると何点になりますか。計画通りであれば 100 点とします。なお，

想定を大きく上回る成果を得ている場合は 100点を超える点数を記入してください。 

 

 

3 事業の課題 

事業を実施する中で見えてきた課題を記入してください。 

点 90 

目的 A）に対しては、様々な企画を通して、参加者同士が横のつながりを作るきっかけと

なったり、様々な立場の人たちと語り合うことができたり、音楽や絵本、映画などの文化

的なものを媒介としたことで心を癒されたり、自己に向き合う機会を得るなど、通常のカ

フェの時とは違った、高い満足感を得てもらうことができた。 

目的 B）に対しては、①「地域活動コーディネーター研修」を受け入れたことによって、

地域で活動する様々な団体に当法人の活動を知ってもらうことができたうえ、集まった人

たちから当法人の活動を SNS を通じて広く発信してもらうことができた。「みんなでつく

る財団岡山」の集まりでは、将来の保護者支援の担い手となるであろう人たちと親しく交

流することができ、来年度以降につながる成果を得ることができた。 

ＰＲが不足しているかもしれない… 

 

 

 

 

 



4 事業実施記録 

実施した事業の詳細を記入してください。 

実施内容 実施日時 実施場所 
従事者 

の人数 

受益対象 

者の人数 

手作りいちごジャムの会 

講師 桐野慈子先生 

ｈ29.4.20 うさぎカフェ 3 3 

音楽カフェ 

演奏 今村慎吾氏 

ｈ29.5.16 うさぎカフェ 5 16 

大人のための絵本セラピー 

講師 都築照代先生 

ｈ29.6.29 うさぎカフェ 11 5 

シネマカフェ 

講師 中塚志麻先生 

ｈ29.11.4 うさぎカフェ 3 5 

     

 


